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近
代
日
本
研
究
第
三
十
四
巻
（
二
〇
一
七
年
）

特
集

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
設
置
一
〇
〇
年

北
里
柴
三
郎
を
支
え
た
福
沢
諭
吉

森

孝

之

は
じ
め
に

北
里
柴
三
郎
（
一
八
五
三
―
一
九
三
一
）
の
生
涯
は
伝
染
病
と
の
闘
い
で
あ
っ
た
。
細
菌
学
者
・
医
学
者
と
し
て
研
究
施
設
の

充
実
や
医
療
体
制
の
改
革
に
尽
力
し
た
。
日
本
で
最
初
の
私
立
伝
染
病
研
究
所
を
立
ち
上
げ
、
伝
染
病
対
策
に
向
け
た
予
防
治
療

法
の
研
究
・
開
発
並
び
に
後
進
の
育
成
に
努
め
細
菌
学
の
知
識
・
技
術
の
底
上
げ
を
図
っ
た
。
定
期
的
に
研
修
・
講
習
会
を
開
催

し
、
病
原
体
の
同
定
、
顕
微
鏡
操
作
な
ど
実
習
が
教
育
指
導
の
中
心
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
衛
生
行
政
と
の
連
携
を
重
視
す
る
北
里

は
、
一
八
九
七
年
の
「
伝
染
病
予
防
法
」
の
制
定
に
も
参
画
し
た
。
更
に
、
日
本
連
合
医
学
会
や
日
本
医
師
会
の
創
設
に
も
大
き

く
係
わ
り
、
現
代
に
引
継
が
れ
て
い
る
医
学
全
体
の
礎
を
築
い
た
人
物
の
一
人
で
（
1
）

あ
る
。

北
里
は
肥
後
国
阿
蘇
郡
小
国
郷
北
里
村
（
現
、
熊
本
県
阿
蘇
郡
小
国
町
北
里
）
に
生
ま
れ
た
。
代
々
庄
屋
を
務
め
る
家
系
で
、
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父
・
惟
信
、
母
・
貞
の
躾
と
教
育
の
も
と
「
人
の
た
め
に
尽
く
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
す
る
儒
教
の
教
え
を
身
に
つ
け
る
。

熊
本
医
学
校
、
東
京
医
学
校
で
医
学
を
学
び
「
医
学
研
究
の
成
果
を
実
践
し
病
気
か
ら
人
々
を
守
る
」
こ
と
が
自
分
の
使
命
と
定

め
た
。
東
京
大
学
医
学
部
（
東
京
医
学
校
が
改
称
）
卒
業
後
、
内
務
省
衛
生
局
に
所
属
し
衛
生
行
政
と
学
術
研
究
の
両
立
を
具
現

化
す
る
。

医
学
の
世
界
で
大
き
く
羽
ば
た
き
幾
多
の
業
績
を
残
し
た
北
里
に
は
、
彼
を
指
導
し
支
援
し
て
く
れ
た
恩
師
・
恩
人
と
呼
ぶ
べ

き
人
物
が
い
る
。
北
里
柴
三
郎
記
念
室
で
は
、
特
に
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
（
一
八
三
二
―
一
九
一
二
）、
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ

（
一
八
四
三
―
一
九
一
〇
）、
福
沢
諭
吉
（
一
八
三
五
―
一
九
〇
一
）
を
三
大
恩
人
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
人
生
の
節
目
で
重
要
な

示
唆
を
与
え
、
そ
の
後
の
活
躍
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
先
生
方
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
、
深
く
係
わ
り
の
あ
る
人
物
と
し

て
、
初
代
内
務
省
衛
生
局
長
・
長
与
専
斎
（
一
八
三
八
―
一
九
〇
二
）、
衆
議
院
議
員
・
長
谷
川
泰
（
一
八
四
二
―
一
九
一
二
）、

事
業
家
・
森
村
市
左
衛
門
（
一
八
三
九
―
一
九
一
九
）、
元
内
務
省
衛
生
局
次
長
・
石
黒
忠
悳
（
一
八
四
五
―
一
九
四
一
）、
内
務

省
衛
生
局
同
期
入
局
の
友
人
・
後
藤
新
平
（
一
八
五
七
―
一
九
二
九
）
な
ど
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
る
。

北
里
が
師
事
し
た
三
大
恩
人
を
年
代
順
に
列
挙
す
る
と
、
最
初
は
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
。
彼
は
熊
本
医
学
校
で
教
鞭
を
執
っ
た
オ

ラ
ン
ダ
の
軍
医
で
あ
る
。
医
学
研
究
の
重
要
性
と
、
そ
の
深
遠
な
る
学
問
の
魅
力
を
教
え
、
北
里
を
医
学
の
世
界
へ
導
い
た
人
物

で
あ
る
。
次
が
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
大
学
教
授
の
コ
ッ
ホ
で
、
炭
疽
菌
、
結
核
菌
、
コ
レ
ラ
菌
の
発
見
で
知
ら
れ
る
病
原
微
生
物

学
の
泰
斗
で
あ
る
。
彼
は
伝
染
病
学
、
細
菌
学
等
の
研
究
を
行
う
上
で
必
要
な
資
質
・
能
力
・
技
術
の
全
て
を
北
里
に
教
え
た
。

そ
し
て
三
人
目
が
慶
應
義
塾
創
設
者
の
福
沢
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
か
ら
帰
国
し
た
北
里
の
業
績
・
評
価
を
正
確
に
把
握
し
、
日
本
の

学
術
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
北
里
の
力
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
物
心
両
面
で
の
支
援
を
惜
し
ま
ず
、
私
立

伝
染
病
研
究
所
及
び
結
核
専
門
病
院
設
立
に
向
け
多
大
な
援
助
の
手
を
差
し
伸
べ
た
。
こ
の
、
福
沢
が
北
里
を
擁
護
し
て
い
る
と
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い
う
事
実
が
、
日
本
社
会
に
お
け
る
北
里
の
評
価
を
上
げ
た
一
因
と
も
推
察
さ
れ
る
。
欧
州
で
は
輝
か
し
い
業
績
を
挙
げ
た
が
、

日
本
で
同
様
の
成
果
を
出
せ
る
の
か
、
北
里
の
能
力
を
疑
問
視
す
る
者
も
多
く
い
た
。
そ
ん
な
疑
念
を
払
拭
す
る
に
は
十
分
過
ぎ

る
ほ
ど
の
後
ろ
盾
を
福
沢
か
ら
受
け
た
の
で
あ
る
。
事
業
に
対
す
る
支
援
者
で
あ
る
と
共
に
、
時
に
は
厳
し
く
諭
し
叱
咤
激
励
す

る
人
生
の
師
で
も
あ
っ
た
。

一

北
里
柴
三
郎
の
医
学
へ
の
情
熱

北
里
が
福
沢
と
出
会
う
ま
で
を
辿
る
と
、
そ
こ
に
は
人
と
人
と
の
交
流
の
縁
が
見
て
取
れ
る
。
彼
は
一
八
八
三
年
、
東
京
大
学

医
学
部
を
卒
業
後
、
内
務
省
衛
生
局
に
入
局
し
東
京
試
験
所
で
伝
染
病
の
研
究
調
査
に
従
事
し
て
い
た
。
統
計
に
よ
る
と
一
八
七

二
年
か
ら
一
九
〇
七
年
ま
で
の
二
五
年
間
で
、
コ
レ
ラ
、
痘
瘡
、
腸
チ
フ
ス
、
赤
痢
、
ジ
フ
テ
リ
ア
に
よ
る
感
染
者
は
三
〇
〇
万

人
に
上
り
約
九
一
万
人
の
命
が
伝
染
病
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
て
い
た
。
伝
染
病
対
策
は
日
本
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。
と

り
わ
け
数
年
毎
に
流
行
を
繰
返
す
コ
レ
ラ
に
よ
り
、
一
〇
万
人
に
お
よ
ぶ
死
亡
者
が
出
て
い
た
。
そ
の
様
な
状
況
の
中
、
一
八
八

五
年
、
北
里
は
コ
レ
ラ
の
病
原
体
を
長
崎
で
検
出
・
同
定
し
た
。
こ
れ
は
コ
ッ
ホ
が
発
見
し
た
病
原
体
と
同
一
の
細
菌
で
あ
っ

た
。当

時
、
ド
イ
ツ
医
学
を
主
流
と
し
た
医
療
体
制
の
構
築
を
目
指
す
明
治
新
政
府
は
、
若
き
俊
英
た
ち
を
ド
イ
ツ
へ
留
学
さ
せ
て

い
た
。
一
八
八
五
年
一
〇
月
、
上
司
で
あ
る
長
与
の
推
薦
も
あ
り
、
北
里
に
ド
イ
ツ
留
学
の
命
が
下
っ
た
。
一
八
八
六
年
一
月
か

ら
一
八
九
二
年
三
月
ま
で
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
教
授
・
コ
ッ
ホ
の
下
で
細
菌
学
の
指
導
を
受
け
、
世
界
的
な
業
績
を
挙
げ
る
こ
と
に

な
る
。
一
八
八
九
年
、
世
界
で
初
め
て
破
傷
風
菌
の
純
粋
培
養
に
成
功
し
た
。
こ
の
快
挙
は
病
原
体
の
分
離
・
同
定
に
は
「
コ
ッ

北里柴三郎を支えた福沢諭吉
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ホ
の
要
件
」
を
満
た
す
こ
と
の
必
要
性
も
証
明
す
る
結
果
と
な
り
、
コ
ッ
ホ
か
ら
の
信
頼
を
勝
ち
得
る
事
と
な
っ
た
。
更
に
研
究

を
進
め
た
彼
は
、
破
傷
風
菌
の
産
出
す
る
毒
素
が
神
経
障
害
を
引
き
起
こ
し
死
に
至
ら
し
め
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。
そ
し
て
、

そ
の
毒
素
に
よ
っ
て
免
疫
さ
れ
た
動
物
の
血
清
中
に
毒
素
を
分
解
す
る
物
質
「
抗
毒
素
」
が
産
生
さ
れ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
こ

れ
は
画
期
的
な
予
防
治
療
法
「
血
清
療
法
」
に
つ
な
が
る
重
要
な
研
究
成
果
で
あ
り
、
一
九
〇
一
年
に
は
「
血
清
療
法
」
に
よ
り

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
候
補
と
な
っ
た
。

留
学
先
の
ド
イ
ツ
で
六
年
間
、
伝
染
病
に
関
す
る
研
究
業
績
を
積
み
重
ね
、
一
八
九
二
年
に
帰
国
し
た
北
里
は
伝
染
病
研
究
に

特
化
し
た
研
究
機
関
の
設
立
を
政
府
に
願
い
出
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
富
国
強
兵
・
殖
産
興
業
を
国
策
の
中
心
に
据
え
る
日
本

政
府
は
新
規
の
医
学
研
究
機
関
の
設
立
に
は
消
極
的
で
、
伝
染
病
研
究
所
必
要
論
に
は
予
算
の
関
係
か
ら
も
否
定
的
な
対
応
を
示

し
て
い
た
。
そ
の
時
、
北
里
を
支
え
た
の
が
福
沢
で
あ
る
。
北
里
に
福
沢
を
紹
介
し
た
の
は
、
元
内
務
省
衛
生
局
長
の
長
与
で

あ
っ
た
。
こ
の
長
与
と
い
う
人
物
は
そ
の
昔
、
長
崎
の
「
精
得
館
」
で
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
と
共
に
校
務
に
就
い
て
い
た
時
期
が
あ

り
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
と
は
旧
知
の
仲
で
あ
る
。
長
与
は
北
里
が
東
京
医
学
校
入
学
時
の
校
長
で
あ
り
、
卒
業
後
に
内
務
省
に
入

職
さ
せ
た
の
も
長
与
で
あ
っ
た
。
北
里
の
能
力
を
見
抜
き
ド
イ
ツ
へ
留
学
も
さ
せ
て
い
る
。
実
は
、
そ
の
長
与
自
身
が
大
阪
の
適

塾
で
蘭
学
を
学
ん
で
い
る
若
か
り
し
頃
、
適
塾
の
先
輩
に
福
沢
が
い
た
の
で
あ
る
。

長
与
は
、
留
学
か
ら
帰
国
し
た
北
里
が
「
細
菌
学
」
と
い
う
最
先
端
の
研
究
に
着
手
で
き
ず
に
い
る
窮
状
を
福
沢
に
伝
え
、
支

援
し
て
く
れ
る
よ
う
懇
願
し
た
。
こ
の
長
与
の
橋
渡
し
が
あ
っ
て
、
初
め
て
北
里
に
国
内
で
の
成
功
に
向
け
て
の
扉
が
開
く
の
で

あ
る
。
福
沢
は
、
世
界
が
認
め
た
北
里
の
力
を
国
家
発
展
の
た
め
に
活
用
で
き
な
い
よ
う
で
は
、
日
本
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
で

あ
る
、
と
の
考
え
に
至
り
、
支
援
を
決
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
長
与
の
仲
介
に
よ
り
福
沢
と
面
談
し
た
北
里
は
、
伝
染
病
研
究
に
向

け
た
熱
き
思
い
を
語
っ
た
。
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感
染
者
数
・
死
亡
者
数
の
統
計
結
果
や
、
伝
染
病
伝
播
経
路
な
ど
を
分
析
し
、
北
里
は
「
も
は
や
伝
染
病
の
制
圧
は
一
国
の
問

題
で
は
な
い
」
と
説
明
し
た
。
移
動
手
段
の
発
達
に
伴
い
、
隣
国
へ
も
影
響
は
広
が
り
、
も
は
や
世
界
的
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
伝
染
病
研
究
の
体
制
を
確
立
せ
ね
ば
日
本
は
世
界
か
ら
学
術
レ
ベ
ル
の
低
い
、
し
か
も
伝
染
病
の
温
床
地

域
と
し
て
非
難
さ
れ
か
ね
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
、
北
里
に
と
っ
て
初
対
面
で
は
あ
る
が
福
沢
は
全
く
知
ら
な
い
人
物
で
は
な
い
。
北
里
だ
け
で
は
な
く
当
時
の
学
識
あ

る
人
々
も
含
め
、
慶
應
義
塾
の
創
立
者
で
「
独
立
自
尊
」
の
提
唱
者
で
あ
る
教
育
者
・
福
沢
の
事
は
十
分
知
っ
て
い
た
筈
で
あ

る
。例

え
ば
、
北
里
は
東
京
大
学
医
学
部
在
学
中
に
、
医
の
本
質
は
予
防
に
あ
り
と
す
る
演
説
原
稿
「
医
道
論
」
を
執
筆
し
て
い

る
。
医
学
は
理
論
と
実
践
に
よ
り
構
築
さ
れ
る
学
問
で
あ
り
、
病
人
弱
者
を
救
う
こ
と
が
医
師
の
任
務
で
あ
る
と
提
言
し
た
。
ま

た
、
弁
論
に
劣
る
人
間
は
大
成
し
な
い
、
と
し
て
弁
論
部
・
同
盟
社
を
旗
揚
げ
し
教
育
・
政
治
・
科
学
・
世
相
等
を
テ
ー
マ
と
し

て
論
じ
て
い
た
。

北
里
の
「
物
の
捉
え
方
」
に
は
福
沢
の
「
学
問
の
す
ゝ
め

十
二
編

演
説
の
法
を
勧
る
（
2
）

の
説
」
と
同
様
の
考
え
が
見
う
け
ら

れ
る
。
福
沢
は
「
一
人
の
意
を
衆
人
に
伝
う
る
の
速
な
る
と
否
と
は
、
そ
の
こ
れ
を
伝
う
る
方
法
に
関
す
る
こ
と
甚
だ
大
な
り
」

と
し
て
演
説
を
効
果
的
な
も
の
と
す
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
方
法
が
あ
る
。
さ
ら
に
続
け
て
「
視
察
、
推
考
、
読
書
は
以
て
智
見

を
集
め
、
談
話
は
以
て
智
見
を
交
易
し
、
著
書
、
演
説
は
以
て
智
見
を
散
ず
る
の
術
な
り
」
と
述
べ
更
に
「
然
る
に
学
問
の
道
に

於
い
て
、
談
話
、
演
説
の
大
切
な
る
は
既
に
明
白
に
し
て
、
今
日
こ
れ
を
実
に
行
う
者
な
き
は
何
ぞ
や
。
学
者
の
懶
惰
と
云
う
べ

し
」
と
し
て
い
る
。
演
説
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
て
は
学
者
と
し
て
失
格
で
あ
る
と
し
た
。
こ
こ
に
、
北
里
の
「
同
盟
社
」
立

上
げ
趣
旨
と
の
共
通
点
が
見
出
さ
れ
る
。
同
盟
社
に
属
す
る
学
生
の
中
に
は
北
里
を
始
め
と
し
て
当
時
の
先
端
を
行
く
福
沢
の
著
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作
物
を
熟
読
し
て
弁
論
の
参
考
に
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
考
慮
す
れ
ば
、
福
沢
に
私
立
伝
染
病
研
究
所
の
開
設
を
願
う
際
に
は
、
福
沢
の
「
独
立
不
羈
」
の
考
え
を

持
っ
て
臨
ん
だ
と
推
察
で
き
る
。
出
会
う
以
前
か
ら
福
沢
の
考
え
・
哲
学
・
思
想
等
を
北
里
な
り
に
咀
嚼
し
理
解
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
福
沢
が
北
里
の
こ
と
を
支
援
す
る
に
足
る
人
間
で
あ
る
と
し
て
、
支
援
に
名
乗
り
を
上
げ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
の
北
里
の
書
簡
か
ら
も
両
者
の
共
通
性
が
読
み
取
れ
る
。

北
里
は
一
八
八
八
年
一
月
一
六
日
に
留
学
中
の
ド
イ
ツ
で
留
学
延
期
願
い
書
い
た
。
そ
の
時
の
彼
の
心
境
と
彼
を
取
り
巻
く
状

況
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
一
八
八
六
年
か
ら
三
年
間
、
ド
イ
ツ
に
派
遣
さ
れ
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
の
下
で
伝
染
病
学
・
細
菌

学
の
研
究
を
始
め
た
。
時
が
経
つ
中
で
、
ド
イ
ツ
医
学
の
奥
深
さ
を
知
り
、
三
年
の
期
間
で
は
短
す
ぎ
る
と
実
感
し
始
め
て
い

た
。
そ
こ
で
、
是
非
、
留
学
期
間
を
延
長
し
て
ほ
し
い
、
と
願
い
で
た
の
で
あ
る
。
北
里
は
、
欧
州
に
お
け
る
ド
イ
ツ
医
学
の
先

進
性
は
各
専
門
分
野
を
徹
底
的
に
研
究
し
て
い
る
か
ら
だ
、
と
分
析
し
た
。
日
本
か
ら
来
た
留
学
生
は
そ
の
状
況
を
理
解
せ
ず
単

に
西
洋
技
術
・
文
化
の
修
得
に
努
め
、
そ
の
知
識
・
技
術
を
日
本
へ
持
ち
帰
れ
ば
使
命
を
果
た
し
た
と
思
い
違
い
を
し
て
い
る
。

本
当
の
留
学
と
は
、
欧
州
学
術
社
会
に
お
い
て
研
究
者
と
し
て
認
め
て
貰
う
こ
と
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
た
。

以
下
、
留
学
延
期
願
い
か
ら
引
用
す
る
（
手
紙
を
現
代
語
訳
し
て
記
し
た
）。

我
が
国
か
ら
も
こ
れ
ま
で
医
学
の
専
修
の
た
め
当
国
に
留
学
し
た
者
は
少
な
く
な
い
の
で
す
が
、
一
つ
に
は
、
そ
の
研
究
範

囲
が
広
す
ぎ
る
た
め
、
あ
る
い
は
注
目
す
べ
き
学
科
分
野
が
異
な
る
た
め
、
わ
ず
か
三
〜
四
ヵ
年
間
と
い
う
限
ら
れ
た
期
日

で
そ
の
奥
義
ま
で
達
し
た
者
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
帰
朝
し
て
一
両
年
は
世
間
や
医
学
会
か
ら
尊
信
を
得
る
と
し
て
も
欧
州
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の
学
術
社
会
で
信
認
さ
れ
る
者
は
な
く
、
二
〜
三
年
後
に
再
び
欧
州
に
渡
ら
な
け
れ
ば
世
に
通
用
す
る
学
説
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
例
が
、
こ
れ
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
事
情
を
観
察
し
て
柴
三
郎
が
思
い
ま
す
の
は
、
私
は
幸
い
に
も
官

費
を
も
っ
て
こ
の
国
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
お
り
ま
す
が
、
学
成
っ
て
帰
国
す
る
と
き
、
専
門
の
学
科
に
お
い
て
欧
州
の
学
術

社
会
で
十
分
な
信
用
を
得
る
に
至
り
、
東
洋
に
お
け
る
そ
の
専
門
の
学
術
に
関
す
る
調
査
を
引
き
受
け
て
、
こ
れ
を
欧
州
学

術
社
会
に
報
告
し
て
も
欧
州
の
学
者
が
信
用
し
て
疑
わ
な
い
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
国
家
と
し
て
、
留
学
本
来
の
効
用
が

得
ら
れ
な
い
、
と
い
う
事
で
す
。
そ
こ
で
、
伝
染
病
科
に
お
い
て
、
柴
三
郎
が
幸
い
に
も
欧
州
学
術
社
会
に
信
用
を
得
ま
す

れ
ば
、
我
が
国
の
学
術
社
会
だ
け
で
な
く
、
外
交
・
貿
易
に
関
し
て
も
政
治
上
に
益
す
る
と
こ
ろ
な
し
と
せ
ず
と
思
い
、
他

事
を
顧
み
ず
勉
学
し
て
お
り
（
3
）

ま
す
。

北
里
は
日
本
の
学
術
レ
ベ
ル
を
世
界
基
準
に
引
き
上
げ
、
日
本
人
の
能
力
の
高
さ
を
認
め
さ
せ
る
気
構
え
を
持
っ
て
欧
州
に
挑

戦
し
た
。
そ
の
心
情
を
書
状
に
書
き
込
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
更
に
二
年
の
留
学
延
期
が
許
可
さ
れ
た
。
留
学
延
期
が

叶
っ
た
翌
年
、
一
八
八
九
年
に
不
可
能
と
さ
れ
て
い
た
破
傷
風
菌
の
純
粋
培
養
に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
た
。
当
時
の
定
説
を
覆

す
快
挙
で
あ
っ
た
。
更
に
研
究
を
進
め
破
傷
風
菌
の
産
出
す
る
毒
素
を
中
和
す
れ
ば
破
傷
風
の
予
防
治
療
は
可
能
で
あ
る
と
発
表

し
た
。
毒
素
で
免
疫
し
た
動
物
の
血
清
中
に
抗
毒
素
活
性
を
有
す
る
免
疫
体
（
抗
体
）
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
血
清
療
法
の
基

礎
的
研
究
と
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
か
ら
帰
国
す
る
際
に
は
、
プ
ロ
シ
ャ
（
ド
イ
ツ
）
政
府
よ
り
プ
ロ
フ
ェ
ッ
ソ
ー
ル
の
称
号
を
授
与

さ
れ
た
。
留
学
延
期
願
い
に
込
め
た
、
日
本
の
学
術
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
証
明
す
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
一
連
の
北
里
の
奮
闘
ぶ
り
を
、
福
沢
の
「
学
問
の
す
ゝ
め

十
編

前
編
の
続
、
中
津
の
旧
友
に
贈
る
」
と
重
ね
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
十
編
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。
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然
も
こ
の
事
業
を
成
得
て
国
中
兄
弟
相
鬩
ぐ
に
非
ず
。
そ
の
知
恵
の
鋒
を
争
う
の
相
手
は
外
国
人
な
り
。
こ
の
智
戦
に
利
あ

れ
ば
則
ち
我
国
の
地
位
を
高
く
す
べ
し
。
こ
れ
に
敗
す
れ
ば
我
地
位
を
落
す
べ
し
。
そ
の
望
大
に
し
て
期
す
る
所
明
な
り
と

云
う
べ
し
。
固
よ
り
天
下
の
事
を
現
に
施
行
す
る
に
は
前
後
緩
急
あ
る
べ
し
と
雖
ど
も
、
到
底
こ
の
国
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る

の
事
業
は
、
人
々
の
所
長
に
由
て
今
よ
り
研
究
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
苟
も
処
世
の
義
務
を
知
る
者
は
、
こ
の
時
に
当
て
こ
の

事
情
を
傍
観
す
る
の
理
な
し
。
学
者
勉
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
是
に
由
て
考
れ
ば
、
今
の
学
者
た
る
者
は
決
し
て
尋
常
学
校
の

教
育
を
以
て
満
足
す
べ
か
ら
ず
、
そ
の
志
を
高
遠
に
し
て
学
術
の
真
面
目
に
達
し
、
不
羈
独
立
、
以
て
他
人
に
依
頼
せ
ず
、

或
は
同
志
の
朋
友
な
く
ば
一
人
に
て
こ
の
日
本
国
を
維
持
す
る
の
気
力
を
養
い
、
以
て
世
の
た
め
に
尽
く
さ
ゞ
る
べ
か

（
4
）

ら
ず
。

欧
米
列
強
と
伍
す
る
た
め
に
は
知
識
・
技
術
の
習
得
は
重
要
事
項
で
あ
る
。
国
家
発
展
の
為
に
更
な
る
勉
励
と
研
鑽
の
必
要
性

を
説
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
共
通
性
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
福
沢
の
著
作
物
に
よ
り
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受
け
て
い
た
北
里

は
自
分
の
人
生
哲
学
の
拠
り
所
と
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

二

福
沢
諭
吉
か
ら
の
支
援
と
叱
責

福
沢
を
中
心
と
す
る
支
援
者
た
ち
の
努
力
に
よ
り
、
一
八
九
二
年
一
二
月
、
規
模
は
小
さ
い
が
私
立
伝
染
病
研
究
所
が
設
置
さ

れ
、
念
願
の
研
究
を
開
始
し
た
。
翌
年
の
一
八
九
三
年
九
月
に
は
結
核
専
門
病
院
「
土
筆
ヶ
岡
養
生
園
」
が
開
院
し
た
。
そ
の
後

の
運
営
に
関
し
て
も
福
沢
か
ら
は
、
常
に
貴
重
な
指
導
を
受
け
両
施
設
は
医
学
分
野
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
の
で
あ
る
。
北
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里
は
、
帰
国
後
の
日
本
で
自
分
の
夢
が
叶
え
ら
れ
た
の
は
、
こ
れ
等
全
て
が
福
沢
か
ら
の
援
助
の
賜
物
で
あ
る
と
心
に
強
く
刻

み
、
自
分
に
相
応
の
力
が
備
わ
っ
た
な
ら
ば
、
必
ず
や
こ
の
恩
に
報
い
る
と
決
め
た
。
福
沢
に
言
い
尽
く
せ
な
い
程
の
恩
を
感
じ

て
い
る
北
里
は
、
一
九
〇
一
年
、
福
沢
先
生
を
弔
う
辞
に
お
い
て
、
先
生
の
遺
業
や
遺
訓
を
心
に
刻
み
「
其
遺
業
を
守
り
其
遺
訓

を
体
し
切
磋
研
鑽
以
て
萬
一
の
報
恩
を
期
せ
ん
と
す
嗚
呼
（
5
）

悲
哉
」
と
哀
悼
の
意
を
表
し
た
。
福
沢
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
伝
染
病

研
究
所
が
、
数
多
く
の
業
績
を
挙
げ
世
界
に
誇
る
研
究
機
関
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
北
里
、
一
人
の
た
め
の
保
護

者
で
は
な
く
、
日
本
の
医
学
研
究
発
展
に
お
け
る
保
護
者
で
あ
る
、
と
言
及
し
た
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
北
里
が
福
沢
か
ら
受
け
た
支
援
は
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
は
な
く
、
組
織
を
動
か
し
て
い
く
上
で
必
要
な
ソ
フ
ト
面
で
も
貴

重
な
示
唆
を
受
け
て
い
た
。
そ
れ
は
福
沢
が
一
八
九
六
年
一
〇
月
一
五
日
付
け
で
養
生
園
事
務
長
・
田
端
重
晟
（
一
八
六
四
―
一

九
四
五
）
に
宛
て
た
書
簡
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

そ
の
書
簡
は
、
一
九
四
二
年
一
〇
月
一
六
日
に
開
催
さ
れ
た
結
核
専
門
病
院
「
土
筆
ヶ
岡
養
生
園
」
の
創
立
五
〇
周
年
記
念
式

典
に
お
い
て
北
里
研
究
所
副
所
長
・
宮
島
幹
之
助
（
一
八
七
二
―
一
九
四
四
）
に
よ
り
披
露
さ
れ
た
。

の
ぶ
れ

か
ね
て

秋
風
人
に
可
な
り
、
益
々
御
清
安
拝
賀
奉
り
候
。
陳
ば
、
兼
而
御
手
数
を
煩
し
候
ミ
ル
ク
、
今
朝
到
来
の
中
一
ビ
ン
、
人

べ

か
か

を
以
て
返
却
致
し
候
間
、
御
一
覧
下
さ
る
可
く
候
、
其
の
不
潔
な
る
こ
と
何
と
も
名
状
す
べ
か
ら
ず
。
斯
る
悪
品
の
拙
宅
に

来
り
し
こ
そ
幸
な
れ
。
若
し
も
是
が
喧
し
き
患
者
の
許
に
達
し
た
ら
ば
如
何
ん
。
何
と
攻
撃
せ
ら
れ
て
も
一
言
の
弁
解
は
出

ま
じ
く

来
申
間
敷
、
細
菌
学
の
淵
叢
、
消
毒
云
々
と
て
、
其
注
意
の
周
密
な
る
は
自
家
も
信
じ
、
又
世
間
を
も
信
ぜ
し
め
た
る
養
生

か
く

ひ
っ
き
ょ
う

な
お
ざ
り

園
の
ミ
ル
ク
に
し
て
、
斯
の
如
し
と
は
何
等
の
怪
事
ぞ
や
。
畢
竟
、
病
院
事
業
の
盛
な
る
に
慣
れ
て
、
百
事
を
等
閑
に
附

し
去
る
其
結
果
の
、
偶
然
に
現
れ
た
る
も
の
と
云
う
の
外
な
し
。
或
は
是
は
小
使
共
の
不
注
意
な
り
な
ど
と
云
は
ん
か
、
決
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し
て
恕
す
べ
か
ら
ず
。
た
ゞ
の
宿
屋
か
何
か
に
て
、
客
に
呈
す
る
食
物
に
云
々
と
あ
れ
ば
、
一
寸
詫
び
を
云
ふ
て
済
む
べ
き

い
や
し
く

な
れ
ど
も
、
苟
も
学
医
の
病
院
に
於
て
、
衆
患
者
が
生
命
を
托
す
る
病
院
に
於
い
て
、
薬
品
同
様
の
ミ
ル
ク
が
此
の
ざ
ま

た

と

に
て
は
假
令
ひ
実
際
に
無
害
に
て
も
、
人
の
フ
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
如
何
せ
ん
。
事
小
な
る
に
似
て
決
し
て
小
な
ら
ず
。
一
ビ
ン

ぼ
く

な
お
ざ
り

の
ミ
ル
ク
は
以
て
病
院
中
の
百
般
を
卜
す
べ
し
。
薬
局
の
怠
慢
、
料
理
場
の
等
閑
、
医
師
診
察
法
の
不
親
切
等
、
実
に
恐
る

さ

べ
き
事
に
存
候
。
左
れ
ば
此
罪
は
ミ
ル
ク
消
毒
場
に
於
け
る
下
人
の
み
に
帰
す
べ
か
ら
ず
。
第
一
に
院
長
、
医
長
、
会
計
局

そ
の
せ
め

員
を
始
め
と
し
て
、
其
責
に
任
ぜ
ざ
る
を
得
ず
。
喉
元
通
れ
ば
熱
さ
を
忘
る
ゝ
の
諺
に
洩
れ
ず
。
今
日
僅
に
養
生
園
の
盛
な

さ

る
を
見
て
、
皆
々
安
心
得
意
の
情
を
催
し
、
浮
世
の
流
風
に
浴
し
て
本
来
の
本
務
大
目
的
を
忘
れ
た
る
か
。
左
り
と
は
頼
み

甲
斐
な
き
次
第
な
ら
ず
や
。
例
え
ば
ミ
ル
ク
の
事
に
し
て
も
、
ミ
ル
ク
は
何
処
の
牛
屋
よ
り
入
る
ゝ
か
、
其
牛
屋
は
色
々
に

諸
方
を
吟
味
し
て
果
し
て
信
ず
べ
き
者
な
る
や
否
や
。
牛
屋
信
ず
べ
し
と
仮
定
し
て
も
油
断
は
な
ら
ず
。
時
々
医
師
を
派
出

た
だ

ひ
そ
か

し
て
乳
牛
の
性
質
を
糺
し
、
又
其
の
搾
り
と
り
の
方
法
、
持
込
の
途
中
を
も
窃
に
視
察
を
要
す
る
こ
と
な
り
。
従
前
、
其
辺

の
注
意
行
届
き
居
る
や
否
や
。
消
毒
場
に
到
来
の
上
、
園
員
中
何
人
の
監
督
す
る
所
な
る
や
。
因
襲
の
久
し
き
、
単
に
下
人

共
に
打
任
せ
置
く
が
如
き
怠
慢
な
き
や
否
や
。

と
く

ひ
っ
せ
い

右
の
事
情
篤
と
承
知
致
し
度
、
凡
そ
大
業
に
志
す
者
は
畢
生
の
千
辛
万
苦
に
成
る
も
の
な
り
。
細
々
百
事
に
注
意
し
て
辛
じ

て
目
的
の
半
ば
に
達
す
る
の
常
な
り
。
此
一
段
に
至
り
て
は
、
長
与
氏
も
北
里
氏
も
共
に
責
を
免
か
る
べ
か
ら
ず
。
何
卒
御

遠
慮
な
く
お
話
し
下
さ
れ
度
。
或
は
此
手
紙
を
お
示
し
下
さ
れ
候
て
も
苦
し
か
ら
ず
。
老
生
は
明
々
白
々
に
心
事
を
申
述
候

そ
の
う
ち
ま
か
り
い
で

義
に
御
座
候
。
何
れ
其
中
罷
出
苦
情
を
語
る
べ
く
存
候
。
匆
々
頓
首
。

二
十
九
年
十
月
十
五
日
朝

諭
吉

田
端
賢
契

梧
下
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追
而
、
此
ビ
ン
は
養
生
園
の
事
業
腐
敗
の
記
念
と
し
て
、
口
の
處
に
何
か
毛
の
如
き
汚
物
あ
る
其
ま
ゝ
ミ
ル
ク
の
あ
る
ま
ゝ

保
存
致
し
度
、
後
日
に
至
る
ま
で
好
き
小
言
の
種
と
（
6
）

存
候
。

本
書
簡
を
読
み
上
げ
た
後
、
宮
島
は
手
紙
の
内
容
に
つ
い
て
、
宛
先
は
田
端
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
は
北
里
に
向
け
て
書
か
れ

て
い
る
、
と
し
て
次
の
よ
う
な
説
明
を
加
え
た
。

北
里
先
生
大
得
意
の
時
代
に
於
い
て
注
意
が
足
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
必
ず
躓
く
ぞ
。
福
沢
先
生
は
蹉
跌
を
憂
慮
し
一
瓶
の
ミ

ル
ク
に
事
寄
せ
て
斯
か
る
噛
ん
で
含
め
る
や
う
な
手
厳
し
い
苦
言
を
北
里
先
生
に
与
え
ら
れ
た
の
だ
と
、
私
は
考
え
る
の
で

あ
り
（
7
）

ま
す
。

現
在
、
こ
の
書
簡
は
北
里
柴
三
郎
記
念
室
に
て
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
レ
プ
リ
カ
を
表
装
し
て
展
示
室
に
て
展
示
中
で
あ
る
。

こ
の
書
簡
は
福
沢
の
教
育
者
と
し
て
の
視
点
か
ら
書
か
れ
て
お
り
、
単
に
苦
言
を
呈
し
た
訳
で
は
な
い
。
福
沢
が
手
紙
を
書
い
た

背
景
に
あ
る
の
は
、
私
立
伝
染
病
研
究
所
が
国
か
ら
補
助
金
を
受
け
、
養
生
園
の
運
営
も
軌
道
に
乗
り
北
里
が
順
風
満
帆
の
時
を

迎
え
て
い
た
、
と
い
う
事
で
あ
る
。
更
に
北
里
が
実
用
化
さ
せ
た
ジ
フ
テ
リ
ア
血
清
も
国
立
血
清
薬
院
に
て
事
業
化
さ
れ
、
社
会

に
お
け
る
評
判
は
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
ん
な
絶
頂
の
中
で
、
北
里
に
慢
心
あ
れ
ば
懲
ら
し
め
よ
う
と
機
会
を
狙
っ
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
田
端
か
ら
こ
の
手
紙
を
見
せ
ら
れ
た
時
、
す
ぐ
さ
ま
福
沢
の
許
へ
出
向
き
詫
び
た
と
い
う
。

養
生
園
は
、
亡
国
病
と
称
さ
れ
死
因
の
上
位
に
あ
る
結
核
を
撲
滅
す
る
た
め
に
福
沢
の
肝
い
り
で
開
設
さ
れ
た
病
院
で
あ
る
。

私
立
伝
染
病
研
究
所
設
立
と
同
様
に
北
里
に
託
し
た
思
い
は
計
り
知
れ
な
い
。
自
ら
土
地
を
提
供
し
「
土
筆
ヶ
岡
」
と
命
名
し
た

北里柴三郎を支えた福沢諭吉
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の
は
福
沢
で
あ
る
。
最
大
の
恩
人
を
裏
切
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
北
里
は
思
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
北
里
に
と
っ
て
は

緩
ん
だ
箍
を
締
め
直
す
良
き
機
会
で
も
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
研
究
所
・
養
生
園
の
設
立
に
は
福
沢
の
働
き
か
け
で
多
く
の
ヒ
ト
・

金
・
モ
ノ
が
動
い
て
い
た
。
こ
の
手
紙
は
北
里
に
成
功
の
陰
に
潜
む
落
と
し
穴
の
あ
る
こ
と
を
教
え
た
の
で
あ
っ
た
。

研
究
所
長
、
経
営
者
、
管
理
者
等
に
と
っ
て
、
信
用
・
信
頼
の
失
墜
は
命
と
り
と
な
る
。
研
究
成
果
の
実
践
を
標
榜
す
る
北
里

に
と
っ
て
品
質
の
保
証
は
必
須
事
項
で
あ
る
。
福
沢
の
い
う
よ
う
に
ミ
ル
ク
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
臨
床
に
供
さ
れ
る
血
清
や

薬
剤
は
大
量
に
製
造
さ
れ
る
。
そ
の
製
造
過
程
、
労
働
環
境
、
そ
し
て
出
荷
前
の
安
全
性
の
確
認
、
こ
れ
等
の
作
業
に
関
す
る
管

理
は
万
全
で
あ
る
か
を
問
い
正
し
た
の
で
あ
る
。
慢
心
を
戒
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
組
織
の
長
と
し
て
の
責
任
を
明
確
に
し
た
の

で
あ
る
。
北
里
を
導
き
教
育
し
う
る
人
物
は
福
沢
を
置
い
て
外
に
は
い
な
い
。
正
し
い
行
動
規
範
を
北
里
に
叩
き
込
ん
だ
の
は
福

沢
で
あ
り
、
こ
の
書
簡
も
そ
れ
を
証
明
す
る
一
つ
で
あ
る
。

三

福
沢
諭
吉
へ
の
感
謝
の
念

北
里
は
一
九
一
五
年
一
月
一
〇
日
、
三
田
の
慶
應
義
塾
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
福
沢
の
第
八
二
回
誕
生
記
念
式
に
て
次
の
演
説

を
し
た
。

顧
み
ま
す
れ
ば
今
か
ら
二
一
年
前
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
私
が
欧
羅
巴
か
ら
帰
り
ま
し
て
、
多
少
修
得
致
し
ま
し
た
所
の
学

術
を
、
実
地
に
応
用
し
や
う
と
思
ひ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
何
分
経
験
も
な
く
実
力
も
な
き
一
介
の
貧
書
生
に
過
ぎ
な
か
っ
た

の
で
、
如
何
し
や
う
と
手
を
拱
し
て
居
り
ま
し
た
際
に
、
福
沢
先
生
並
び
に
森
村
翁
の
御
助
力
に
依
り
、
私
の
聊
か
学
び
得
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ま
し
た
る
学
術
の
研
究
を
進
む
る
の
途
を
開
く
に
い
た
り
ま
（
8
）

し
た
。

北
里
は
福
沢
や
森
村
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
私
立
伝
染
病
研
究
所
を
ス
タ
ー
ト
し
、
既
に
二
一
年
経
過
し
た
こ
と
か
ら
話
し
始

め
た
。
続
け
て
、
一
八
九
九
年
に
は
内
務
省
管
轄
の
国
立
へ
と
移
譲
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
福
沢
は
政
府
の
方
針
が
時
局
に
よ
り
再

度
、
変
更
す
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
。
そ
こ
で
政
府
の
い
か
な
る
政
策
変
更
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
蓄
財
を
指
示
す
る
一
方
、

北
里
が
理
想
と
す
る
研
究
所
運
営
が
不
可
能
な
ら
ば
、
独
立
し
て
初
志
を
貫
徹
す
よ
う
に
と
の
忠
告
も
与
え
た
。
そ
の
蓄
財
の
た

め
に
福
沢
が
北
里
の
下
に
据
え
た
の
が
事
務
会
計
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
田
端
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
一
四
年
、
福
沢
の

予
言
通
り
政
府
は
行
政
改
革
の
一
環
と
称
し
て
国
立
伝
染
病
研
究
所
の
所
管
を
文
部
省
に
変
更
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
北
里
の

研
究
方
針
と
は
相
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
辞
意
を
表
明
す
る
北
里
に
向
か
っ
て
政
府
は
慰
留
を
試
み
る
も
北
里
は
強
く
反
駁
し

辞
職
し
た
。
新
た
な
研
究
所
設
立
ま
で
の
経
緯
と
自
身
の
決
意
と
し
て
、
更
に
演
説
を
続
け
た
。

学
者
が
学
問
の
研
究
を
す
る
の
に
、
所
管
が
変
わ
っ
て
も
差
支
は
な
い
で
は
な
い
か
、
何
も
毛
嫌
ひ
を
す
る
に
は
及
ぶ
ま
い

と
言
つ
て
懇
々
説
か
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
私
は
断
然
辞
し
ま
し
た
。
と
云
ふ
の
は
そ
こ
が
私
の
福
沢
先
生
か
ら
精
神
的
感

化
を
受
け
ま
し
た
所
で
、
人
間
の
独
立
自
尊
は
こ
こ
に
あ
る
と
私
は
考
へ
た
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。﹇
中
略
﹈
自
分
の
専
門

と
す
る
学
問
に
依
て
国
家
の
為
に
尽
く
し
た
い
と
考
へ
て
居
り
ま
す
。
又
さ
う
云
ふ
こ
と
が
私
は
福
沢
先
生
の
御
遺
志
に
も

副
ふ
こ
と
ゝ
考
へ
て
居
り
ま
す
。
学
問
の
神
聖
と
云
ふ
も
の
は
、
如
何
な
る
暴
政
府
と
い
え
ど
も
、
如
何
な
る
人
で
も
圧
迫

す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
、
自
分
の
学
問
の
主
義
方
針
の
為
に
は
威
武
に
も
屈
せ
ず
、
富
貴
も
淫
す
る
能
は
ず
、
貧
賎
も
移
さ
ぬ

と
云
ふ
こ
と
の
出
来
た
の
は
、
全
く
先
生
の
御
教
訓
の
賜
で
あ
る
と
存
じ
（
9
）

ま
す
。
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福
沢
が
懸
念
材
料
に
挙
げ
て
い
た
政
府
の
方
針
転
換
が
現
実
に
起
き
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
教
え
に
従
い
蓄
財
し
て
い
た
資

金
を
以
て
北
里
は
自
身
の
主
義
主
張
を
貫
き
通
し
、
新
た
な
研
究
所
設
立
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。
全
て
に

お
い
て
福
沢
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
北
里
は
折
に
触
れ
て
福
沢
へ
の
報
恩
の
意
を
表
し
、
恩
に
報
い
る
時
を
待
っ
て
い
た
。

一
九
一
六
年
四
月
四
日
、
慶
應
義
塾
評
議
員
会
は
医
学
科
の
設
置
を
決
定
し
た
。
北
里
は
医
学
科
長
に
推
挙
さ
れ
た
。
コ
ッ
ホ

に
研
究
の
本
質
を
学
び
、
福
沢
に
人
生
の
本
質
を
学
ん
だ
北
里
は
、
自
身
の
持
て
る
す
べ
て
の
力
を
投
じ
て
慶
應
義
塾
大
学
医
学

科
開
設
に
動
き
出
し
た
。
官
立
医
学
に
対
抗
し
う
る
私
学
と
し
て
の
医
学
を
目
指
す
の
で
あ
る
。

四

北
里
柴
三
郎
の
報
恩
の
証

北
里
は
、
私
立
伝
染
病
研
究
所
・
国
立
伝
染
病
研
究
所
・
北
里
研
究
所
時
代
を
通
し
て
、
伝
染
病
対
策
と
は
医
療
の
充
実
と
そ

の
実
施
で
あ
る
と
し
て
、
一
貫
し
て
「
学
術
研
究
成
果
の
実
践
」
を
信
条
と
し
て
掲
げ
た
。
北
里
が
研
究
者
に
求
め
た
要
件
は
、

実
践
を
念
頭
に
基
礎
研
究
を
繰
返
し
予
防
治
療
法
に
繋
げ
る
糸
口
を
見
つ
け
る
事
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
北
里
の
目
指
す
医
学
者
の

姿
で
あ
る
。
ま
た
、
理
想
的
な
臨
床
と
は
基
礎
医
学
と
応
用
医
学
と
の
融
合
で
あ
り
学
科
・
診
療
科
の
壁
を
越
え
た
連
携
で
あ
る

と
し
た
。

実
は
、
北
里
は
当
時
の
大
学
に
お
け
る
医
学
研
究
に
不
満
を
覚
え
て
い
た
。
一
九
一
四
年
一
〇
月
一
九
日
、
文
部
省
に
辞
表
を

提
出
し
た
が
、
そ
の
伝
染
病
研
究
所
辞
職
の
理
由
と
し
て
挙
げ
た
の
は
北
里
が
理
想
と
す
る
研
究
所
の
運
営
体
制
の
崩
壊
で
あ

る
。
北
里
が
追
い
求
め
る
伝
染
病
研
究
所
と
は
、
連
携
を
重
視
し
た
総
合
研
究
を
中
心
と
し
た
医
療
を
実
践
す
る
場
で
あ
り
、
大

学
特
有
の
各
科
孤
立
し
た
単
独
医
療
に
は
学
術
発
展
に
お
い
て
の
弊
害
が
あ
る
、
と
断
言
し
た
。
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文
部
省
所
管
の
伝
染
病
研
究
所
は
実
質
的
に
東
京
大
学
の
附
置
研
究
所
と
な
り
、
教
育
・
研
究
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
と
北
里

は
推
察
し
た
。
北
里
の
懸
念
す
る
点
と
理
想
と
す
る
点
を
記
す
。

【
懸
念
材
料
】

文
部
省
所
管
の
伝
染
病
研
究
所

・
各
科
の
教
授
は
専
門
的
研
究
に
没
頭
し
独
立
・
孤
立

・
疾
病
を
研
究
し
臨
床
面
で
の
応
用
に
向
け
た
努
力
と
そ
の
意
識
の
欠
如

・
当
時
の
大
学
内
、
病
院
内
に
は
び
こ
る
縄
張
り
意
識
の
強
さ

・
一
極
集
中
の
危
う
さ
に
警
鐘
を
鳴
ら
す

【
理
想
的
研
究
】

北
里
の
目
指
す
総
合
研
究

・
コ
ッ
ホ
直
伝
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入

・
内
科
・
外
科
・
生
理
・
病
理
・
解
剖
・
衛
生
・
細
菌
・
医
化
学
な
ど
専
門
家
が
結
集
し
て
患
者
を
ケ
ア
す
る
（
現
代
の

「
チ
ー
ム
医
療
」
の
先
駆
け
）

・
病
室
を
設
け
研
究
・
臨
床
の
連
携
を
図
る

こ
れ
等
を
慶
應
の
医
学
科
教
育
に
生
か
す
よ
う
調
整
を
図
り
有
能
な
教
授
陣
を
全
国
か
ら
募
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
北
里
研
究
所

の
部
長
級
の
研
究
者
も
動
員
さ
れ
た
。

北里柴三郎を支えた福沢諭吉

53



一
九
二
〇
年
一
一
月
六
日
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
及
び
附
属
病
院
開
校
開
院
式
の
挨
拶
に
臨
み
、
北
里
は
、
自
分
は
福
沢
門

下
で
は
無
い
が
、
賜
っ
た
恩
は
門
下
生
以
上
で
あ
る
と
切
り
出
し
た
。
そ
し
て
「
我
ら
の
新
し
き
医
科
大
学
は
、
多
年
医
界
の
宿

弊
た
る
各
科
の
分
立
を
防
ぎ
、
基
礎
医
学
と
臨
床
医
学
の
連
携
を
緊
密
に
し
、
学
力
は
融
合
し
て
一
家
族
の
如
く
全
員
挙
っ
て
斯

学
の
研
鑽
に
努
力
す
る
を
以
っ
て
特
色
と
し
（
10
）

た
い
」
と
宣
言
し
、「
優
秀
な
る
医
師
と
堅
実
な
る
学
者
の
養
成
」
並
び
に
「
剛
健

な
る
人
格
の
陶
冶
」
を
教
育
方
針
に
据
え
、
大
学
は
教
育
の
場
で
あ
り
、
深
奥
な
学
理
を
討
究
す
る
場
で
も
あ
る
と
（
11
）

し
た
。

慶
應
医
学
は
、
従
来
の
大
学
に
お
け
る
教
育
体
制
の
不
備
を
改
善
し
た
教
育
機
関
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

引
続
き
挨
拶
に
立
っ
た
石
黒
子
爵
﹇
石
黒
忠
悳
﹈
は
往
時
を
振
返
り
福
沢
・
長
与
・
森
村
・
北
里
の
縁
故
を
追
想
し
て
こ
う
述

べ
た
。今

日
こ
の
大
学
の
門
を
潜
る
者
は
福
沢
先
生
の
事
を
想
い
出
さ
な
い
も
の
は
あ
る
ま
い
。
明
治
の
初
年
に
於
い
て
、
福
沢
先

生
の
勢
力
は
実
に
偉
大
で
あ
っ
て
、
文
部
省
は
竹
橋
に
あ
る
が
文
部
卿
は
三
田
に
在
り
と
ま
で
称
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

往
年
北
里
博
士
欧
州
留
学
よ
り
帰
り
、
伝
染
病
研
究
所
設
立
に
際
し
て
逆
境
に
立
た
れ
た
と
き
、
私
も
其
の
相
談
に
あ
ず
か

り
、
私
の
友
人
長
与
専
斎
翁
か
ら
福
沢
先
生
に
話
し
、
福
沢
先
生
と
森
村
翁
と
の
後
援
で
、
伝
染
病
研
究
所
の
基
礎
が
出
来

た
の
で
あ
っ
た
。
か
か
る
縁
故
が
あ
っ
て
、
今
日
福
沢
先
生
の
宿
志
た
る
医
科
大
学
が
北
里
博
士
を
中
心
と
し
て
、
か
く
も

盛
大
に
開
校
式
を
挙
行
す
る
の
は
実
に
感
慨
の
深
き
を
覚
え
る
。
私
の
眼
前
に
は
福
沢
先
生
の
音
容
彷
彿
と
し
て
肩
を
た
た

か
れ
る
の
想
い
が
（
12
）

あ
る
。

後
年
、
枢
密
顧
問
官
と
な
っ
た
元
塾
長
の
鎌
田
は
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
創
設
時
を
振
返
り
、
竣
工
し
た
病
院
に
魂
を
入
れ
た
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の
は
北
里
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。
彼
の
医
界
に
お
け
る
大
勢
力
の
お
蔭
で
有
力
な
学
者
が
慶
應
医
学
部
に
集
結
し
た
。
そ
し
て

熱
誠
を
持
っ
て
教
育
に
当
た
ら
れ
た
、
と
述
べ
て
（
13
）

い
る
。

一
方
、
一
九
一
六
年
一
二
月
二
七
日
に
医
学
科
設
立
認
可
を
受
け
て
い
る
が
、
北
里
は
そ
れ
に
先
立
っ
て
「
慶
應
義
塾
医
科
大

学
の
抱
負
」
を
語
っ
て
い
る
。
大
阪
毎
日
新
聞

一
九
一
六
年
一
一
月
二
〇
日
に
掲
載
さ
れ
た
。

北
里
は
従
来
ま
で
の
医
学
教
育
を
鑑
み
、
改
良
す
べ
き
点
は
改
良
し
、
私
立
慶
應
義
塾
医
科
大
学
を
世
界
の
進
歩
に
添
う
方
針

で
臨
み
た
い
、
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
原
文
は
文
節
を
考
慮
し
て
著
者
に
て
改
行
を
し
た
）。

吾
々
の
慶
應
大
学
に
て
は
成
る
丈
、
教
員
其
の
人
は
専
門
の
智
識
を
供
へ
た
る
も
の
を
以
て
充
て
た
い
。

医
学
の
内
専
門
の
智
識
を
持
つ
て
居
る
も
の
を
以
て
学
生
を
指
導
さ
せ
た
い
。

而
し
て
其
専
門
の
粹
を
抜
い
て
教
育
さ
せ
る
教
師
が
専
門
に
通
ぜ
ぬ
も
の
で
あ
れ
ば
、
生
徒
は
其
の
教
授
よ
り
教
へ
ら
れ
て
も

取
捨
に
苦
し
む
。
選
択
し
て
良
教
授
を
得
る
の
は
困
難
で
な
い
。

私
の
手
元
へ
も
既
に
数
人
の
候
補
者
が
あ
る
。
学
科
し
だ
い
で
は
此
内
よ
り
選
択
も
出
来
る
し
吾
々
の
信
用
し
得
べ
き
人
が
多

数
に
あ
る
。

医
育
の
弊
は
、
内
科
に
病
理
の
研
究
を
要
す
る
場
合
に
於
い
て
も
、
其
他
細
菌
学
の
受
持
の
病
人
に
対
し
て
も
受
持
ち
の
病
人

は
部
外
の
人
に
は
手
を
付
け
さ
せ
ぬ
。

官
立
の
医
科
大
学
に
は
殊
に
此
点
が
目
立
つ
結
局
之
は
統
一
を
欠
く
と
い
う
事
に
な
る
（
14
）

…
…
。

慶
應
の
医
学
は
相
互
に
連
携
し
診
療
・
研
究
を
推
進
し
て
い
く
、
北
里
は
こ
の
方
針
を
教
育
の
根
幹
と
し
た
の
で
あ
る
。
更
に
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は
卒
業
後
も
門
戸
を
開
き
日
進
月
歩
で
進
歩
す
る
医
学
に
対
応
で
き
る
よ
う
研
究
設
備
の
提
供
に
も
優
遇
措
置
を
講
ず
る
用
意
が

あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
長
年
、
医
学
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
と
実
績
の
集
大
成
で
あ
り
北
里
が
理
想
と
す
る
研
究
・
教
育
・
診
療

を
一
体
化
し
た
施
設
な
の
で
あ
る
。

本
稿
、「
二

福
沢
諭
吉
か
ら
の
支
援
と
叱
責
」
に
て
記
述
し
た
結
核
専
門
病
院
「
土
筆
ヶ
岡
養
生
園
」
の
創
立
五
〇
周
年
記

念
式
典
で
挨
拶
に
立
っ
た
宮
島
は
次
の
よ
う
な
訓
話
も
残
し
て
い
る
。

我
々
は
申
さ
ば
学
縁
即
ち
、
学
問
上
の
縁
に
よ
っ
て
つ
な
が
れ
て
い
る
。
只
今
お
聞
き
及
び
の
通
り
福
沢
先
生
の
尊
い
御
精
神

に
則
り
、
北
里
先
生
は
国
の
為
に
又
、
学
問
の
為
に
お
尽
く
し
に
な
っ
た
。
そ
う
し
て
現
在
の
北
里
研
究
所
を
建
て
ら
れ
、
更

に
慶
応
義
塾
の
医
学
部
を
創
設
さ
れ
て
、
今
日
我
々
は
其
の
恩
に
浴
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
若
し
、
我
々
後
進
の
者
共
が

先
生
の
恩
を
忘
れ
て
、
研
究
所
や
慶
應
医
学
部
の
名
前
を
傷
つ
け
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
相
済
ま
ぬ
じ
ゃ
な
い
か

と
思
ふ
の
で
あ
り
（
15
）

ま
す
。

北
里
研
究
所
並
び
に
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
が
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
功
績
と
今
後
、
社
会
に
果
た
す
役
割
を
再
認
識
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
提
言
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

北
里
は
一
九
二
八
年
、
慶
應
義
塾
評
議
員
会
よ
り
感
（
16
）

謝
状
を
授
与
さ
れ
た
（
旧
字
体
の
マ
マ
記
載
）。
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貴
下
曩
ニ
慶
應
義
塾
大
學
醫
學
部
創
立
ニ
方
リ
奮
ッ
テ
創
立
事
務
ニ
參
畫
セ
ラ
レ
爾
来
學
部
長
並
病
院
長
ト
シ
テ
斯
界
ノ
俊

英
ヲ
網
羅
シ
多
年
献
身
的
ニ
經
營
ノ
任
ニ
當
リ
今
日
ノ
盛
運
を
齎
ラ
シ
慶
應
義
塾
ノ
爲
多
大
ノ
貢
献
ヲ
致
サ
レ
タ
ル
ハ
誠
ニ

感
謝
ニ
堪
ヘ
ズ
今
回
病
氣
の
爲
辭
任
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
依
リ
茲
ニ
評
議
員
會
ノ
決
議
ヲ
以
テ
記
念
品
ヲ
呈
シ
深
厚
ナ
ル
謝
意
ヲ

表
ス

昭
和
三
年
五
月
十
五
日

慶
應
義
塾
評
議
員
會
長
鎌
田
榮
吉

慶
應
義
塾
長

林

毅
陸

男
爵
北
里
柴
三
郎
殿

多
年
に
渡
る
功
績
を
労
う
も
の
で
、
こ
れ
を
機
に
北
里
は
医
学
部
長
を
後
進
の
北
里
研
究
所
部
長
・
北
島
多
一
に
託
し
た
の
で

あ
っ
た
。

こ
の
時
点
で
北
里
の
福
沢
に
対
す
る
報
恩
は
一
つ
の
節
目
を
迎
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
北
里
は
既
に
七
五
歳
に
な
っ
て

お
り
七
八
歳
で
逝
去
さ
れ
る
三
年
前
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
北
里
研
究
所
長
、
日
本
医
師
会
長
、
等
の
役
職
も
後
進
の
北
島
に
譲

り
、
土
筆
ヶ
岡
養
生
園
長
、
恩
賜
財
団
済
生
会
芝
病
院
長
は
大
谷
彬
亮
に
任
せ
た
の
で
あ
る
。
北
里
は
、
優
秀
な
人
材
の
育
成
に

も
成
功
し
た
と
言
え
る
。

北
里
は
福
沢
の
教
え
を
行
動
規
範
の
中
心
に
据
え
医
学
の
成
果
を
以
て
社
会
に
貢
献
し
た
。
そ
し
て
福
沢
へ
の
報
恩
の
証
と
し

て
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
の
新
設
に
尽
力
し
た
の
で
あ
っ
た
。

現
代
を
生
き
る
者
た
ち
は
北
里
を
支
援
し
た
福
沢
と
、
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
し
て
医
学
の
発
展
に
邁
進
し
た
北
里
の
生
涯
を
知
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り
、
そ
こ
か
ら
、
自
分
な
り
の
教
訓
を
得
る
こ
と
も
大
切
で
あ
り
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
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